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ウガンダ　キルヤンガ地域開発プログラム

2016年 プログラム近況報告

キルヤンガ地域の子どもたちと家族への、継続的なご支援をありがとう
ございます。皆さまのご支援によって、私たちは今年度、栄養や予防接
種、母乳育児、子どもの読解力の分野における改善を成し遂げることが
できました。読み書きができる3年生の人数は、昨年に比べて20％増加
し、約3分の2に達しました。地域の最も大きな課題として、子どもの保
護に関する問題が残っていますが、私たちは地域の人々にこの問題に関
する知識を持ってもらえるように、これまで以上に努力しています。キ
ルヤンガ地域の子どもたちと住民、スタッフを代表して、地域の改善に
対する皆さまの継続的なご支援に、心よりお礼申し上げます。
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2016年のキルヤンガ地域での主な成果

男の子も女の子も学校に通い、楽
しく勉強しています。2,000人以
上の子どもたちが、学校の課外活
動に参加しました。課外活動は子
どもたちにとって学校に通い続け
る動機のひとつになっており、こ
の結果学校の在籍者数が増えまし
た。

教育を受けました

ご支援により、キルヤンガ地域の子どもたちの生活に多くの変化がもたらされました

価値ある存在として尊重
され愛情を受けました

地域の人々の中で大切に
保護されて成長しました

5歳未満の子どもたちへの医療サー
ビスが改善されました。子どもと
若者たちが、5歳未満児への医療サ
ービス改善について、地方政府な
ど関係機関へ提言しました。その
結果、2つの保健センターに年間を
通して、十分な薬が供給されるよ
うになりました。また、2015年は
99％の子どもたちが、必要なすべ
ての予防接種を受けました。

健康状態が改善しました

子どもたちが人格を成長させる
ための支援を受けました。2つの
教会の子どもグループに対し
て、良い価値観を育てるための
教材が提供されました*。また、
子どもたちがグループに積極的
に参加できるよう、子どもたち
が楽しめる、年齢に応じた学習
プログラムを準備するための知
識と技術を、グループリーダー
たちが身につけました。

*地域ではキリスト教会が人々の生活

の一部となっており、子どもたちの
道徳教育においても重要な役割を果
たしています。

若者が自分自身やほかの子どもたち
を守ることを学びました。1,000人
以上の子どもたちが、子ども委員会
や子どもクラブ、子ども会議に参加
しています。これらの活動を通し
て、子どもたちは自分の権利と成功
する人生を送るためのスキルを学
び、地域変革の担い手になるための
研修を受けました。



「地域の保健局に陳情に行った結
果、地域の保健センターに薬が常備
されるようになりました。」

ジョンさん（2人の子どもの父親）

「栄養についての講習を受ける前は、私
の子どもたちは栄養不良で、成長が遅れ
ていました。子どもたちにバランスの取
れた食事を与えるための知識がなかった
からです。」

ローズマリーさん（2人の子どもの母親）

「今は、子どもに影響する社会的
課題について、自分の意見を人々
に自信を持って伝えることができ
ます。私は、相手の年齢、地位、
出身に関わらず、誰に対しても話
をすることができます。」

ジョアンナちゃん（14歳）
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子どもの保護に関する地域の話し合
いに出席する

マックリンちゃん

プログラム番号: UGA-192491

お問合せ先
特定非営利活動法人　ワールド・ビジョン・ジャパン
電話：03-5334-5351（平日9:30～17:00)
e-mail：dservice@worldvision.or.jp
ホームページ：www.worldvision.jp

教育：より良い将来への切符

「お母さんが亡くなった後、お父さんは私たちに何も残さず置き去りにし、ほかの
女性と再婚してしまいました。お母さんが生きていてくれたら良かったのに、と何
度も思いました。」マックリンちゃん（16歳）は話します。

マックリンちゃんの夢は弁護士になることでした。しかし、弟妹2人の面倒を見る
ために、小学校卒業の数カ月前に中退せざるを得ない状況に追い込まれまし
た。マックリンちゃんが近所の人のお手伝いをして稼ぐお金では、自分自身と弟
妹の学費を賄えませんでした。一緒に住んでいる祖母は、子どもたちを食べさせ
るだけで精一杯でした。

マックリンちゃんの苦境を聞いた地域の人々は、彼女と家族を支援するために立
ち上がり、子どもたちが学校に戻れるよう支援しました。「私が小学校を卒業でき
るように支援し、中学校に通うための奨学金も得られるように助けてくれた地域
の人々とワールド・ビジョンに、本当に感謝しています。弟と妹も勉強を続けるた
めの支援を受けています。もう学費の心配をする必要はなくなりました。弁護士
になるために一生懸命勉強します。」マックリンちゃんは将来に希望を持ってい
ます。



会計報告　　 活動内容　

プログラム支援額                                                              (単位：円)         
チャイルド・スポンサーシップ当期支援額   
前期からの繰越額   
プログラム支援額合計         
       
プログラム支出額       
食料確保・生計向上プロジェクト        
母子保健プロジェクト        
基礎教育改善プロジェクト        
スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト              
プログラム支出額合計        
次期繰越額                   

41,335,775
709,362

42,045,137
    
    

    13,086,688
 10,571,951
 10,719,684
 9,072,761

    43,451,084
-1,405,947

   

ウガンダ　キルヤンガ地域開発プログラム （UGA-192491） 
2015年度 （2014年 10月1日ー2015年 9月30日）

基礎教育改善プロジェクト 
・読み書き計算の能力向上
・ライフスキル

※

の向上
・保護者・地域の基礎教育への理解の促進、 
   サポート改善

食料確保・生計向上プロジェクト 
・農業生産高の向上と家庭での活用
・世帯の生計向上
・世帯の防災対策の強化

スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト
・手紙や成長報告を通したチャイルドとの交流
・チャイルドの定期的なモニタリング
・「子どもを中心とした開発」についての啓発活動

母子保健プロジェクト 
・基本的な母子保健サービスへのアクセス向上
・5歳未満児の疾病予防の強化
・5歳未満児・妊産婦の栄養改善
・水施設・トイレ利用の改善、衛生習慣の啓発
・HIV/エイズの母子感染予防、治療へのアクセス
　向上

※問題解決、対人関係、計画性など、生きていく上で必要な知識・技術


	UGA-192491-Kiryanga-PPR用
	UGA192491ウガンダ・キルヤンガ

